






















{ 注 一 }
官の招聴にも応じることがなかったという。その履軒が一度だけ宮仕えをしたことがある 明和三年(一七六六)、三十五歳 時から 年間の京都滞在がそれである。
履軒は公家の高辻世長の補佐役として京都に招かれた。高辻世長(後胤長
と改名)は、菅原道真の末商で、代々文章博士を司る家系であった。履軒が招かれたの 、中井家と縁のある京都の草嶋家が高辻家に仕えていた関係
【 注 ニ 】
による 考えられる。
だが、すでに幽人としての生き方を宣言していた験炉が、どうして京都
へ行ったのだろうか。また京都ではど ような一年を過ごしたのだろうか。『懐徳堂考』『中井竹山・中井履軒』など従来の研究 らは この二つ聞いに対する十分な答えを見つけ出すこ はできない。
一つ目の疑問「どうして京都へ行ったのか」については、私は一言で言




































(注)*雪裏若相思:::王子猷が戴安道に会いたい 思い、雪の夜に船出し彼の家の前まで来たが、輿が尽きたので わずに帰ったという故事が『世説新語』「任誕篇」に見える。履軒の和文書『華膏唾語』所収の「独ふね」(京都革嶋家への訪問を題材にした紀行)の中でも「みやこ 都)かたのゆかしきおりおりは雪にも花 も刻渓の梓勢をわたくしもの(私
せんけい




























(注)*行李書半船:::『履軒小乗』という雑記帳にこの京都行の荷物が記されており、おびただしい数の書物と器物を持参した とがわかる。(訳)荷物は書物が船半腹、月夜の中、淀川を上ります。ああ、世間知らずの書物の虫の厄介事はこれから始まる だな、 自唱します。(参考)竹山『実陰集(詩集)』巻三「答弟処叔之京却寄三首」では「来詩目、自笑閉戸生、多事従蕊始」に対し、「平安 水富、ト築悟幽情、祇恐花開目、依然閉戸生」(花が咲いても書物の虫では困るぞ) 返している。其二
遺業分一経浮遊向京洛休憂阿徳貧自無塵縄縛
遺業一経を分かち浮遊し京洛に向かう憂うるなかれ阿徳は貧しく自ら塵の縄縛するなし
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庵 庵兄 兄の 落新 新居 居を



















































































其維こ 下 交 長 沼2碧























































F L O  P D  -
(注 ) *曽々 : : :重なる(「離騒」)。 *修遠: : :はるかに遠い。*比阿南枝:・.「巣南枝(南技に巣くうごで、故郷を慕う喰え。古詩の「行行重行
行」に「胡馬依北風、越鳥巣南枝」の句がある。*慧直: 香草(「離騒 」 ) 。 * 江 離 : : : 香 草 ( 「 離 騒 ) 。(訳)故郷の林を想い悲しく鳴けば、雲は黒々と重なり合う はるか遠
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( 校 勘 ) 騎 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 原 文 で は 片 偏 。(注)*飛簿布数:::簿は竹の棒。飛樟も布数も占いすることであろう。
引いて、簿も数もはかりごとの意がある。
* 植 表 ・ ・ ・ : ・ 目 標 を 立 て る 。
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送処叔弟之京」(孤雁の歌。処叔弟の京に之く 送る)(『箕陰集(詩集)』巻二)もこの京都行を履軒の独立と考えているようだ。『懐徳堂会館詩巻』でも、参加者は京都行を履軒の出世ととらえている。『洛泊巽嚢』に見える早野仰斎らの便りも出世を祝う内容が多かったと推測できる 「答早土誉」三首)。そうであれば、な さら履軒の挫折感は強まったであろ' q
ノ 。
( 政 )
丙成之冬、余北海子京、客於吏部菅公門下。公神明之育也。好学愛士、能忘其貴而為布衣之交。期年余辞市南還、則虚子長渠之上。措据既竣、探嚢得詩数十篇、皆京中之稿及往還途上之作。稀々披読之、戚駕有感子懐、弗忍敦也。取而次第之 命日洛泊実嚢、以供異日之観云 嵯夫、余自京師至未数月也。然某動感既知斯、則異日髪種々而回顧少壮之遊子数十年 前、
恐有不耐読者。明和四年季冬湖
履軒幽人書












余京師より至りていまだ数月ならざるなり。然れども其の動感既に斯くの知くんば、則ち異日髪種々として少壮 数十年 前 遊ぶを回顧せば、恐らくは読むに耐えざる者有らん。
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のは、故郷への思いが一番大きいようだが、冷遇を示唆する表現もある(「問視庵兄落新居」「答早士誉」)。また、履軒は忌偉なく学問の話をすることを望んでいたが、それもままならなかったことが推測でき (「偶成」「宿居易館」「奉酬伯 及諸友見懐諸作」「碧山楼陪菅公、賦奉酬」)。『洛洞実嚢』を見る限り、履軒にとって京都での生活は決して楽しいものではなかったようだ。歓びを感じさせるものは、旧友の訪問、手紙、大阪の自由な生活の想い出だけだったらしい(「永輔義佐寄酒鶏子来題筒背附之」「偶成」「憶旧遊寄早士誉」「答早土誉」「懐魚贈戯賦」「月下独酌懐川上習之此寄 )。そして、結局は高辻卿に重用されることなく、大阪に帰ることになった。あの大阪に帰れると う喜びもあるが、やはり無念と挫折感と 免れない(「丁亥仲冬辞京南帰、席上賦上菅公」「南帰途中口号」)。だが この経験が私の生き方を再認識させてくれた 私はもう決 て宮仕えしようなどとは思わない。:::履軒の気持ちはこのようであったのではなかろうか。
履軒は、京都行以前にすでに隠逸的傾向と高みから物事を眺める視点と
を有していた( はじめに」注三参照)。そして、その傾向、視点 京都にいる時に一層はっきりとした(隠逸傾向日「述客中況 答早土誉」「宿居易館 、高み一「覇烏辞」「九歎」)。履軒にとって京都行は自ら 生き方を再認識する経験であったと雪守えるかもしれない。履軒 その後、幽人として自らの精
神的王国華膏国に遊ぶが、その人生を決定づけたのがこの京都での一年だったと言えるのではなかろうか。孔子が諸国遍歴の挫折を経た後に学問に専念し歴史に名を残し、子思孟子が発憤著書し (「歎段」)ように、履軒はこの経験により、迷いなく学問に全精力 傾け得たのかもしれない。それが履軒に って幸せだったかどうかは知らないが。
*履軒が一年で帰阪したことについて、西村時彦は、履軒が京都で皇室の衰微と公家の無気力とを見、幕府の盛んな中、王道の行うことの きないのを悲しみ、仕官の念 断ったと推測する(『懐徳堂考』下六三頁)。だが、『洛洞実嚢』にはそ 推測の裏付けは見つからない。西村は、明治の時代思潮(あるいは自らの思想) 反映して、竹山・履軒を尊皇の志士に祭り上げようとする傾向がある で注意が必要である。
一方、帰阪後の私塾水哉館設立について、山中浩之は、京都での生活
で自信を得て独立を決意したものとする(『中井竹山・中井履軒』一九六頁)。だが、京都行自体すでに自他とも 独立と認識したと考えられ(竹山日「孤雁歌、送処叔弟之京」『食陰集(詩集)』巻二、拙稿「『懐徳堂会館詩巻』訳注|中井履軒京都行の送別詩」附録を参照。履軒口「既上舟、奉寄伯兄(其二」)また、自信を得た いう も『洛洞実嚢』の内容からは的を射たものとは言い難い。
帰阪後の履軒についても、本稿同様に、履軒の詩文から探ることがで
きる。それについては、稿を改めた
F D  n t  
〈 附 録 〉
「はじめに」で述べたように、履軒の漢詩集『履軒古風』の巻二は『洛
納異嚢』と重なるが、作品に出入がある。以下、その異同を記し、履軒の心情をよく表している作品として「離恨」を載せる。・『履軒古風 にあって『洛泊異嚢』にないもの:::「離恨」「読王祥伝」。.『洛泊異嚢』にあっ 『履軒古風』にないもの:::「離席、奉答伯兄」「既
上舟、奉寄伯兄(三首)」「雪朝奉呈菅公」「丁亥早春自帰省浪撃至、題所携梅花、上菅公」「碧山楼陪菅公賦奉酬」「遊高台寺」「答士、誉其二、其コご「九月十三夜」「南帰途中口号其二」。伏匪 思 霧 草素他人何有凄清発膳
枕飢夢露木秋郷鮮為客椀商我彼離
職匪煩侵且将離兄乎間動入南北信



















(注)*南音:::南の音楽。*清商入徴:::商徴ともに古代中国の音階。*匪飢匪渇:: 『詩経』「小雅」「甫田之什」「車掌」に見える。(訳)あの北山を見て、我が南の音楽を奏でる。調べは短調へと変わり、その凄まじさは人を動かすある人が私に尋ねた。「どうしてこのようなのですか」と。(私は答える)「兄弟が少ない上に、他郷に離散しているのです 。秋はまさに尽きようとし、草木はまさに色裡せ としてい露が体を侵し、悩ましき夢が心を苦しめる。飢えも渇しもしていないが、枕に伏せて寝返りを繰り返す。いつになったら、あの故郷の林で翼を休めることができるのだろう。
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(大阪府立工業高等専門学校助教授)
